
事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 工具等取扱 性別 男性 年齢 39 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅱ 休業見込日数 約4週間

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

チェーンソーにより樹木の剪定作業等を行う際は、必ず両手でチェーンソーを保持し、チェーンソー用
の耐切創手袋を着用する。また、切断する前に枝等の状態を確認したうえで実施する。

事故状況図

改善状況図

令和6年10月8日（火曜日）　10時30分

左手甲部分の腱を切断

作業員（被災者）が小型チェーンソーを用いて中低木の樹木撤去作業を行っていた際、小型チェーン
ソーを誤って左手に接触させ負傷したもの。

事故発生時、被災者は右手でチェーンソーを持ち、左手は切断箇所の下方付近に伸ばしており、その
際に切断しようとした枝（直径約３㎝）が老朽化のため折れ、被災者の左手上にチェーンソーが落下す
るように接触したもの。
事故当時、被災者はヘルメット、チャップス（体前面の保護具）、手袋を着用していたが、手袋は通常
のものでチェーンソー用の耐切創手袋ではなかったため、事故を防ぐことができなかったもの。

屋外施設の改修

撤去作業を行っていた樹木

サザンカ、H=2.7m

両手でチェーンソーを

保持するよう徹底。

チェーンソー用耐切創手袋

の着用を徹底。

今回の事故を受けての

安全確認状況
切断前に枝の状況を

確認するよう徹底。


